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１．自治体アンケート調査票

（１）アンケート調査票

基基礎礎自自治治体体ににおおけけるるブブロロッッククチチェェーーンン技技術術のの活活用用にに関関すするる調調査査

 この度は、「基礎自治体におけるブロックチェーン技術の活用に関する調査」にご協⼒いただき、ありがとうございます。
 下記、留意事項に従い、ご記載をお願いいたします。何卒よろしくお願い申し上げます。

【調査票の取り扱いについて】
・取り纏めた結果については、東京市町村自治調査会が報告書として公開いたしますが、回答内容について自治体名がわかる形で公表することはありません。
・アンケートの集約後、ヒアリング調査のご協⼒をお願いすることがございます。

【調査対象及び調査の取りまとめについて】
・調査票は、企画担当課様にて取りまとめ頂き、期限【9月21日（火）17時】までに指定のメールアドレスまで送付をお願いいたします。
・各設問の回答は、必要に応じて関係部署にもご展開頂きながらご記載頂ければと存じます。

【提出先・お問い合わせ・ご質問等】株式会社情報通信総合研究所 清水・三浦・松原宛 
blockchain_answer@icr.co.jp

市町村名 回答欄
（直接入⼒）

ご所属の部 回答欄
（直接入⼒） 部

ご所属の課 回答欄
（直接入⼒） 課

御回答者氏名 回答欄
（直接入⼒）

電話番号 回答欄
（直接入⼒）

メールアドレス 回答欄
（直接入⼒）

【アンケート記載方法について】

・別紙を2種類用意しております。参考にしつつご記載をお願いします。（「別紙1 ブロックチェーン技術の概要」、「別紙2 ブロックチェーン技術の利用について」）

・回答欄はオレンジ色となります。回答いただくと、セルが オレンジ色から ⻩色に に反転します。

設問1 ブロックチェーン技術の理解・取組状況についてお伺いします。

問1 「ブロックチェーン技術」について知っていますか。認知状況について教えてください。 回答欄
（プルダウン選択） 選択肢からお選びください。

問2 ブロックチェーン技術について、業務において情報収集や勉強したことはありますか。 回答欄
（プルダウン選択） 選択肢からお選びください。

問3 （問2で「a.ある」を選択した方にお伺いします。）業務において情報収集や勉強を⾏ったきっかけについて教えてください。

回答欄
（プルダウン選択） 選択肢からお選びください。

回答欄
（自由記述）

→問3の回答が終わった方は、問4に進んでください

問4 ご所属の自治体におけるブロックチェーン技術の活用状況について教えてください。 回答欄
（プルダウン選択） 選択肢からお選びください。

問5 （問4でa、bの回答を選択した方にお伺いします。）担当課と取組内容について教えてください。

担当課︓ 回答欄
（自由記述） 課

取組内容︓ 回答欄
（自由記述）

代表者のお名前、連絡先等を
ご記載ください。

↓a.を選択した方は、どのようなシステムか下記に記入ください
↓b.を選択した方は、参考にした自治体名と事例について下記に記入ください
↓e.を選択した方は、その他の内容を下記に記入してください
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問6

回答欄
（プルダウン選択）

↓「e.その他」を選択した方は、下記に理由を記載してください。

回答欄
（自由記述）

問7

回答欄
（プルダウン選択）

↓「d.その他」を選択した方は、下記に理由を記載してください。

回答欄
（自由記述）

→問7の回答が終わった方は、問8に進んでください

問8

回答欄
（プルダウン選択）

課題をどのように対応したか（対応する予定か）
（自由記述）

↓「h.その他」を選択した方は、下記にその課題とどのように対応したか（対応する予定か）を記載してください。

課題
（自由記述）

どのように対応したか
（対応する予定か）

（自由記述）

問9

期待した効果︓ 回答欄
（自由記述）

回答欄
（自由記述）

→問9の回答が終わった方は、設問2「最新技術への取組状況、データの管理方法について」に進んでください。

（問4でa、bの回答を選択した方にお伺いします。）ブロックチェーン技術を活用しようと考えた理由を教えてください。当てはまる内容すべてに「〇」を選択してください。（複数回答可）

a.ブロックチェーン技術の特徴と検討したシステムの親和性が高かったため

b.最新技術などを利用してデジタル化を推進したかったため

b.履歴の追跡ができること

c.全員で共有ができること（透明性）

d.その他

（問4でa、bの回答を選択した方にお伺いします。）
ブロックチェーン技術活用の検討を進める上で課題と感じた（感じている）ことについて、当てはまる内容すべてに「〇」を選択してください。（複数回答可）
また、その課題についてどのように対応したか（対応する予定か）について教えてください。（自由記述）

a.職員がブロックチェーン技術について理解することが難しい

c.参考にした事例が、ブロックチェーン技術を活用していたため

d.コスト削減につながると考えたため

e.その他

（問6の「a.ブロックチェーン技術の特徴と検討したシステムの親和性が高かったため」に「〇」をした方にお伺いします。）ブロックチェーン技術のどのような特徴でしょうか。
  当てはまる内容について「〇」を選択してください。（複数回答可）

a.耐改ざん性

→問4で「a.（ブロックチェーン技術を）利用している施策・取組がある」と回答した方は、問9に進んでください。
→問4で「b.（ブロックチェーン技術について）検討中の施策・取組がある」と回答した方は、設問2「最新技術への取組状況、データの管理方法について」に進んでください。

（問4で「a.（ブロックチェーン技術を）利用している施策・取組がある」の回答を選択した方にお伺いします。）
その施策・取組により期待した効果とその結果（効果）について教えてください。

施策・取組の結果
（得られた効果）︓

b.関係部署や決裁権者、議会に理解してもらうことが難しい

c.コストが高い

d.制度や法律上の障壁が多い

e.システム構築期間が⻑い

f.システム構築に労⼒がかかる（担当職員に負荷がかかる）

h.その他

g.ブロックチェーン技術を利用したサービスのシステムデザインが、
 利用者にとってわかりにくい（操作性がよくない）

b〜e の選択肢にのみ「〇」をつけた方は、
問8に進んでください

a の選択肢に「〇」をつけた方は、
次の問7に進んでください
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問10

担当課︓ 回答欄
（自由記述） 課

取組内容︓ 回答欄
（自由記述）

問11

回答欄
（プルダウン選択）

↓「e.その他」を選択した方は、下記に理由を記載してください。

回答欄
（自由記述）

問12

回答欄
（プルダウン選択）

↓「d.その他」を選択した方は、下記に理由を記載してください。

回答欄
（自由記述）

→問12の回答が終わった方は、次の問13に進んでください

問13

回答欄
（プルダウン選択）

↓「k.その他」を選択した方は、下記に理由を記載してください。

回答欄
（自由記述）

→問13の回答が終わった方は、設問2「最新技術の取組状況、データ管理方法について」に進んでください

d.コスト削減につながると考えたため

e.その他

（問11の「a.ブロックチェーン技術の特徴と検討したシステムの親和性が高かったため」に「〇」をした方にお伺いします。）
ブロックチェーン技術のどのような特徴でしょうか。 当てはまる内容について「〇」を選択してください。（複数回答可）

a.耐改ざん性

b.履歴の追跡ができること

（問4で「c.検討を⾏った施策・取組がある（現在は断念した）」の回答を選択した方にお伺いします。）
検討を⾏なった担当課と取組内容について教えてください。

（問4で「c.検討を⾏った施策・取組がある（現在は断念した）」の回答を選択した方にお伺いします。）
ブロックチェーン技術を活用しようと考えた理由を教えてください。当てはまる内容すべてに「〇」を選択してください。（複数回答可）

a.ブロックチェーン技術の特徴と検討したシステムの親和性が高かったため

b.最新技術などを利用してデジタル化を推進したかったため

c.参考にした事例が、ブロックチェーン技術を活用していたため

c.職員の理解が進まなかった

d.制度や法律上、実現が難しかった

e.システム構築できるベンダーが⾒つからなかった

f.システム構築に時間がかかりすぎたため

g.システム構築に労⼒がかかるため（職員に負荷がかかり過ぎるため）

i.ブロックチェーン技術ではなく、他の技術で実現することとなったため

c.全員で共有ができること（透明性）

d.その他

（問4で「c.検討を⾏った施策・取組がある（現在は断念した）」の回答を選択した方にお伺いします。）
ブロックチェーン技術活用の検討を⾏ったが、断念した理由について、当てはまる内容すべてに「〇」を選択してください。（複数回答可）

a.コストが合わなかった（高かった）

b.関係部署や決裁権者の合意を得られなかった

j.検討内容について、そもそも導入の必要が無いと判断したため

k.その他

h.ブロックチェーン技術を利用したサービスのシステムデザインが、
 利用者にとってわかりにくかった（操作性がよくなかった）

b〜e の選択肢にのみ「〇」をつけた方は、
問13に進んでください

a の選択肢に「〇」をつけた方は、
次の問12に進んでください
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問14

回答欄
（プルダウン選択）

↓「h.その他」を選択した方は、下記に理由を記載してください。

回答欄
（自由記述）

問15

回答欄
（プルダウン選択） 選択肢からお選びください。

問16

回答欄
（プルダウン選択）

↓「c.その他」を選択した方は、下記に理由を記載してください。

回答欄
（自由記述）

問17

回答欄
（プルダウン選択）

↓「g.その他」を選択した方は、下記に理由を記載してください。

回答欄
（自由記述）

→問17の回答が終わった方は、設問2「最新技術の取組状況、データ管理方法について」に進んでください

c.⾦融分野に特化した技術と理解していた

d.技術的に難しい、難しそうであるため

e.ブロックチェーン技術の知識がない、解決策として出てこない

f.コスト的に合わない、高額になりそうであるため

g.ビットコインのニュースなどを⾒ていて、あまり良くないイメージがあるため

h.その他 

（問4で「d.検討を⾏ったことはない」の回答を選択した方にお伺いします。）
検討を⾏ったことがない理由は何ですか。当てはまる内容について「〇」を選択してください。（複数回答可）

a.ブロックチェーン技術の効果・メリットがわからなかった

b.ブロックチェーン技術の活用できる場面・ケースがわからない

（問15でa及びbの回答を選択した方にお伺いします。）今後検討を進める場合、どのような情報提供があると望ましいでしょうか。
追加で知りたい内容として、当てはまる内容すべてに「〇」を選択してください。（複数回答可）

a.コスト

b.システム構成

c.システム構築のできるベンダーの情報

d.⾏政における優良事例

（問4で「d.検討を⾏ったことはない」の回答を選択した方にお伺いします。）
資料の「別紙1 ブロックチェーン技術の概要」、「別紙2 ブロックチェーン技術の利用について」を参照ください。資料を読んで、ブロックチェーン技術について今後検討してみたいと思
いましたか。

（問15でa及びbの回答を選択した方にお伺いします。）選択した理由について、当てはまる内容すべてに「〇」を選択してください。（複数回答可）

a.ブロックチェーン技術の特徴は、今後システム等を検討する上で活用できると感じたため

b.参考になる自治体の事例があったため

c.その他

e.ブロックチェーン技術の詳細・技術的内容

f.運用・保守に関する情報

g.その他 
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問18

回答欄
（プルダウン選択）

↓「d.その他」を選択した方は、下記に理由を記載してください。

回答欄
（自由記述）

→問18の回答が終わった方は、設問2「最新技術の取組状況、データ管理方法について」に進んでください

a.所属する自治体におけるブロックチェーン技術の具体的な利用イメージがわかないため

b.技術的な理解が難しいと感じたため

c.ブロックチェーン技術である必要性が感じられなかったため

d.その他 

（問15でcの回答を選択した方にお伺いします。）選択した理由について、当てはまる内容すべてに「〇」を選択してください。（複数回答可）
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設問2 最新技術の取組状況、データ管理方法について

問1 ご所属の自治体における最新技術等の取組状況を教えてください。

回答欄
（プルダウン選択）

回答欄
（自由記述）※a,bを回答した方のみ

選択肢からお選びください。 ⇒

選択肢からお選びください。 ⇒

選択肢からお選びください。 ⇒

問2 最新のICT技術を利用し、住⺠の利便性向上や庁内事務効率化のために、新たに検討している（近い将来実施予定）施策について教えてください。

回答欄
(自由記述)

問3

回答欄
(自由記述)

ブロックチェーン技術は、最新技術（AI※1、IoT※2）やシェアリングエコノミー※3との親和性が高い技術と言われており、これらの技術や活動と組み合わせた実証実験等も進められています。
また、ブロックチェーン技術はデータベースであり、従来のデータベースと異なり分散して保存することができることから、極めて可用性の高い技術とされています。
最新技術の取組やデータ管理に関する課題等について教えてください。

データの管理方法について、課題に感じている点があれば教えてください。
  例︓データへのアクセスログをきちんと残し内部セキュリティを向上したい
   ︓年々データ量が増え管理コストが増加していくことを考えると、今のデータ管理方法が適切なのかわからない
   ︓バックアップとして⺠間企業が提供するクラウドサービスを利用しているが、システム障害によるデータ消失などへの不安がある
   ︓⺠間と自治体間で連携する必要のあるデータなどがスムーズに動作しない（うまく連携が取れていない）

「AI」の取組状況

「IoT」の取組状況

「シェアリングエコノミー」の取組状況

（用語説明）
※1 AIとは、「基礎自治体におけるAI・RPA活用に関する調査研究」（2018年度 東京市町村自治調査会）にて、以下のように定義されています。

⇒⼈工的な方法による学習、推論、判断等の知的な機能の実現及び⼈工的な方法により実現した当該機能の活用に関する技術
例︓チャットボットでの問合せ対応、⾞載カメラで撮影した道路の損傷などを自動解析 など

※２ IoTとは、Internet of thingsの略であり、様々なモノがインターネットに接続すること、インターネットにつながる様々な物のこと （総務省 ICTスキル総合習得教材より）
    例︓⽔⽥センサー利活用による⽔⽥管理（⽔⽥の状況をインターネットを介し⽣産者に通知）

︓保育園の⼦どもの⾒守りとして、⾝に着けることのできる端末からバイタルデータ取得(保育⼠の健診作業の負担減、うつ伏せ寝による突然死回避等)

※３ シェアリングエコノミーとは、「シェアリングエコノミーで解決する自治体課題に関する調査研究」（2019年度 東京市町村自治調査会）にて、以下のように定義されています。
⇒個⼈等が保有する活用可能な資産等(スキルや時間等の無形のものを含む。)を、インターネット上のマッチングプラットフォームを介して

他の個⼈等も利用可能とする経済活性化活動
例︓カーシェア、シェアサイクル、スペースシェア、スキルシェア、時間シェア、ホームシェア 等
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設問3 地域課題解決の可能性について

問1 「a.証明」についてお伺いします。

タイトル

(例)電⼦市⺠

問2 「b.移動履歴の記録・追跡」についてお伺いします。

タイトル

(例)乳幼児の予防接種・健康診断履
歴の記録

問3 「c.広域⾏政・共有」についてお伺いします。

タイトル

(例)独居⽼⼈のウェアラブルデバイ
スによる⾒守り

※この設問にお答えいただく前に、「別紙2 ブロックチェーン技術の利用について」を参照ください。

今回テーマとしているブロックチェーン技術は、下記a〜ｄの分野で利用が想定され、地域課題の新たな解決策として活用できる可能性があります。
  a.証明  ︓（改ざんが困難なことから、）証明やお墨付きを付与すること
  b.移動履歴の追跡・記録︓ヒト・モノ・カネなどが、スタート地点からゴール地点まで移動した履歴の記録・追跡、もしくは更新履歴の記録・追跡

c.広域⾏政・共有   ︓（広域⾏政や官⺠連携など）複数の組織間での管理や共有（シェア）の利用
d.経済付加価値    ︓値段がついていない（お⾦では換算できない）内容に対して、新たな単位で「価値」を付与すること（ポイントなど）

上記a〜dのブロックチェーン技術の利用用途について、活用できそうな場面についてお伺いします。なお、回答にあたっては別紙2に記載されている各事例だけでなく、幅広く自治体業務全般における
活用を想定してください。

回答欄
(自由記述)

概要・背景など

(例)乳幼児の予防接種履歴や健康診査記録についてブロックチェーン上に記録し、保護者はその記録をwebで閲覧できる。保護者は⺟⼦
⼿帳の管理や紛失の恐れがなくなる。

別紙2の事例や下記の観点を踏まえ、「a.証明」について活用できそうな場面についてご記載をお願いします。
・これまで証明する必要はなかったが、社会の流れに伴い証明が求められるようになった場面（パートナーシップの証明など）
・現在、市町村が出している証明で活用できそうな場面
・新たに証明やお墨付きを与えることで、住⺠が⽣活しやすくなったり、地元企業に付加価値を与えることができる場面

回答欄
(自由記述)

概要・背景など

(例)法律上の市⺠とは異なる電⼦上の市⺠として証明できるようにし、実際に市に来た際は特典（市の施設・会議室の無償貸し出し、移
住体験プログラムの優先提供等）を受けれるようにすることで、関係⼈⼝の増加やワーキング利用者の増加を⾒込むことができる。

※3つ以上ある場合は、お⼿数ですが、⾏を追加して記載いただけると幸いでございます。

※3つ以上ある場合は、お⼿数ですが、⾏を追加して記載いただけると幸いでございます。

別紙2の事例や下記の観点を踏まえ、「c.広域⾏政・共有」について活用できそうな場面についてご記載をお願いします。
・自治体同⼠や自治体と⺠間企業間など、それぞれが個別に持っている情報について、共有したほうが便利・効率的になると感じる場面
・広域⾏政で管理・業務を⾏うことで効率化できそうな内容

回答欄
(自由記述)

概要・背景など

(例)独居⽼⼈に対してウェアラブルデバイスなどの端末を提供し、それらの情報をブロックチェーン上に記録。遠く離れた地にいる家族
や、⺠間の福祉介護施設、⾒守りサービスなどを提供する⺠間企業へ健康情報を共有。徘徊時は警察などへ情報を提供。

※3つ以上ある場合は、お⼿数ですが、⾏を追加して記載いただけると幸いでございます。

別紙2の事例や下記の観点を踏まえ、「b.移動履歴の記録・追跡」について活用できそうな場面についてご記載をお願いします。
・モノやヒトがスタート地点からゴール地点までどのように移動したのかを記録しておく必要のある場面、もしくは記録しておきたい場面
・ヒトの資格情報などで、定期的に情報の更新が必要となる場面
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問4 「d.経済付加価値」についてお伺いします。

タイトル

(例)地域ボランティアポイントの発
⾏

問5

回答欄
（プルダウン選択）

事例を選択した理由 回答欄
（自由記述）

選択肢からお選びください。 ⇒

選択肢からお選びください。 ⇒

選択肢からお選びください。 ⇒

別紙2のP2、P3に掲載している事例①〜⑧について、興味・関⼼のある事例があれば、教えてください。またその理由を簡単にご記載ください。
※３つもない場合は、プルダウンで「取り組んでみたい事例は特になかった」を選択ください。

※3つ以上ある場合は、お⼿数ですが、⾏を追加して記載いただけると幸いでございます。

第⼀位︓取り組んでみたい、活かせそうな事例

第⼆位︓取り組んでみたい、活かせそうな事例

第三位︓取り組んでみたい、活かせそうな事例

ブロックチェーン技術は、耐改ざん性や履歴を記録できる性質を持つことから、現状値段がついていない（現⾦と交換できない）内容に、新たに「価値」を付与することが可能です。
別紙2の事例などを踏まえ、「d.経済付加価値」について活用できそうな場面についてご記載をお願いします。

回答欄
(自由記述)

概要・背景など

(例)地域ボランティアの参加回数や地域内のごみ拾い量に応じて、地域住⺠へ地域で利用できる「地域貢献ポイント」を付与。地域社会
への関わりを促すとともに、ボランティアに参加する住⺠へ報酬を与えることができる。

アアンンケケーートト調調査査へへののごご協協力力あありりががととううごござざいいまますす。。

9月月21日日（（火火））17時時ままででにに blockchain_answer@icr.co.jpああててにに送送付付ししててくくだだささいい。。

※※ 質質問問等等ににつついいててもも、、上上記記メメーールルアアドドレレスス宛宛ににおお送送りりくくだだささいい。。
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【別紙１ ブロックチェーン技術の概要】
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【別紙２ ブロックチェーン技術の利用について】
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２．アンケート調査結果

設問１ ブロックチェーンの理解・取組状況

問１ 「ブロックチェーン技術」について知っていますか。認知状況について教えてくださ

い。（単一回答）

図表 70 ブロックチェーンの認知状況 

問２ ブロックチェーン技術について、業務において情報収集や勉強したことはあります

か。（単一回答）

図表 71 ブロックチェーン技術に関する情報収集の状況 

問３ （問 2 で「a.ある」を選択した方にお伺いします。）業務において情報収集や勉強を

行ったきっかけについて教えてください。
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・ 最新技術の情報収集のため

・ 自治体 DX 推進計画の「行政手続のオンライン化」における、本人確認の手段として

利用可能性を調査するため

問４ ご所属の自治体におけるブロックチェーン技術の活用状況について教えてください。

（単一回答）

図表 72 ブロックチェーン技術の活用状況 

問５～問９ 該当自治体なし

問１０ （問 4 で「c.検討を行った施策・取組がある（現在は断念した）」の回答を選択し

た方にお伺いします。）検討を行なった担当課と取組内容について教えてください。

・ 現在は組織改編により当時の担当課はなし

・ 取組内容：最新技術を利用したデジタル化を推進するための情報収集として検討を実

施

問１１～１３ 回答なし

問１４ （問 4 で「d.検討を行ったことはない」の回答を選択した方にお伺いします。） 

検討を行ったことがない理由は何ですか。当てはまる内容について「〇」を選択してくださ

い。（複数回答可）

1件
2.6%

38件
97.4%

利用している施策・取組がある

検討中の施策・取組がある

検討を行った施策・取組がある（現在は断念した）

検討を行ったことはない

【n=39】
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図表 73 ブロックチェーン技術の検討を行ったことがない理由 

問１５ （問 4 で「d.検討を行ったことはない」の回答を選択した方にお伺いします。） 

資料の「別紙 1 ブロックチェーン技術の概要」、「別紙 2 ブロックチェーン技術の利用に

ついて」を参照ください。資料を読んで、ブロックチェーン技術について今後検討してみた

いと思いましたか。（単一回答）

図表 74 今後のブロックチェーン技術の活用について 

問１６ （問 15 で a「具体的に検討してみたいと思った」及び b「今後利用可能性のある

技術と感じた」の回答を選択した方にお伺いします。）選択した理由について、当てはまる

0件
0.0%

15件
39.5%

22件
57.9%

1件
2.6%

具体的に検討してみたいと思った

今後利用可能性のある技術と感じた

あまり魅力的には感じなかった

無回答

【n=38】
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内容すべてに「〇」を選択してください。（複数回答可）

図表 75 今後利用可能性のある技術と感じた理由について 

問１７ （問 15 で a「具体的に検討してみたいと思った」及び b「今後利用可能性のある

技術と感じた」の回答を選択した方にお伺いします。）今後検討を進める場合、どのような

情報提供があると望ましいでしょうか。追加で知りたい内容として、当てはまる内容すべて

に「〇」を選択してください。（複数回答可）

図表 76 ブロックチェーン技術の検討を行う上で望ましい情報提供 

問１８ （問 15 で c「あまり魅力的には感じなかった」の回答を選択した方にお伺いしま

す。）選択した理由について、当てはまる内容すべてに「〇」を選択してください。（複数回

9件(60%)

7件(47%)

3件(20%)

0件 5件 10件 15件 20件

参考になる自治体の事例があったため

ブロックチェーン技術の特徴は、今後システム等を

検討する上で活用できると感じたため

その他

【n=15】

13件(87%)

11件(73%)

11件(73%)

8件(53%)

7件(47%)

7件(47%)

1件(7%)

0件 5件 10件 15件 20件

行政における優良事例

コスト

ブロックチェーン技術の詳細・技術的内容

運用・保守に関する情報

システム構成

システム構築のできるベンダーの情報

その他

【n=15】
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図表 73 ブロックチェーン技術の検討を行ったことがない理由 
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資料の「別紙 1 ブロックチェーン技術の概要」、「別紙 2 ブロックチェーン技術の利用に

ついて」を参照ください。資料を読んで、ブロックチェーン技術について今後検討してみた

いと思いましたか。（単一回答）

図表 74 今後のブロックチェーン技術の活用について 

問１６ （問 15 で a「具体的に検討してみたいと思った」及び b「今後利用可能性のある

技術と感じた」の回答を選択した方にお伺いします。）選択した理由について、当てはまる

0件
0.0%

15件
39.5%

22件
57.9%

1件
2.6%

具体的に検討してみたいと思った

今後利用可能性のある技術と感じた

あまり魅力的には感じなかった

無回答

【n=38】
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答可）

図表 77 ブロックチェーン技術の検討が難しいと感じる理由 

設問２ 最新技術の取組状況、データ管理方法について 

問１ ご所属の自治体における最新技術等の取組状況を教えてください。（単一回答）

AI への取組状況 

図表 78  AI への取組状況 

「利用中である」と回答した自治体の主な取組内容

・ AI-OCR

・ AI チャットボットでの問合せ対応

・ レセプト点検

・ 議事録作成支援システム

「利用検討中である」と回答した自治体の主な取組内容

・ AI-OCR
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・ AI 会議録

IoT への取組状況 

図表 79  IoT への取組状況 

「利用中である」と回答した自治体の主な取組内容

・ マンホールポンプの稼働状況の把握

・ 授業学習系システムの共通クラウドプラットフォーム

・ プログラミング教育

・ 河川のカメラ映像及び水位情報の配信

「利用検討中である」と回答した自治体の主な取組内容

・ タブレット端末を利用した多言語翻訳サービス
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答可）
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シェアリングエコノミーへの取組状況

図表 80 シェアリングエコノミーへの取組状況 

「利用中である」と回答した自治体の主な取組内容

・ シェアサイクル

・ スキルシェア

問２ 最新の ICT 技術を利用し、住民の利便性向上や庁内事務効率化のために、新たに検

討している（近い将来実施予定）施策について教えてください。

図表 81 最新の ICT 技術の検討状況 

・「検討している施策がある」と回答した自治体における、具体的な取組内容

・ AI 関連施策（AI-OCR、AI チャットボット、AI 議事録）

・ RPA による作業自動化

・ テレワーク（タブレット端末を利用した庁内会議の web 会議、庁舎外での利用、

リモートアクセス）
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・ キャッシュレス決済導入

・ 公共施設予約システムにおける利用料金のオンライン決済

・ 窓口関連業務の自動化（行政手続きのオンライン化、窓口申請支援システム・電

子申請ツール等を活用したワンストップ窓口の実現、来庁予約システム）

・ 文書管理システム

・ LINE を活用した行政情報や防災情報の発信等

・ データセンターを活用した自治体クラウドの導入

問３ データの管理方法について、課題に感じている点があれば教えてください。

図表 82 データの管理方法における課題を感じている自治体数 

・「課題あり」と回答した自治体の具体的な内容

【セキュリティに関する課題（個人情報・リスクマネジメントなど）】 

・ ICT 技術の進展に応じたセキュリティポリシー等の整備

・ セキュリティの向上、データ量の増加

・ 個人情報等を扱うデータにおけるアクセス管理・ログ保存、内部セキュリティ向

上

・ テレワーク時における個人情報等の保存方法

・ メールデータ等の厳格な管理によるリスクマネジメント強化

・ 民間のクラウドサービスにおける、システム障害、セキュリティ面に関する不安

解消

【データ量の増加に関する課題】 

・ ファイルサーバ容量の増加・圧迫の解消

・ データ保管期間・保管内容に関するルール設定

資
料
編

資 料 編

150



151 

・ 年々増加する管理コストやシステムの更新に関するコスト削減・バックアップ

時間削減に向けた対応

・ コストやセキュリティを考慮した新たなデータ管理方法の検討

・ 適切なデータ管理方法の選定

【その他】 

・ フロントからバックヤードまで一気通貫のデータ連携
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設問３ 地域の課題解決の可能性について

今回テーマとしているブロックチェーン技術は、下記 a～ｄの分野で利用が想定され、地

域課題の新たな解決策として活用できる可能性があります。

a.証明 ：（改ざんが困難なことから、）証明やお墨付きを付与すること 

b.移動履歴の追跡・記録：ヒト・モノ・カネなどが、スタート地点からゴール地点まで

移動した履歴の記録・追跡、もしくは更新履歴の記録・追跡

c.広域行政・共有 ：（広域行政や官民連携など）複数の組織間での管理や共有（シ

ェア）の利用 

d.経済付加価値 ：値段がついていない（お金では換算できない）内容に対して、 
新たな単位で「価値」を付与すること（ポイントなど）

上記 a～d のブロックチェーン技術の利用用途について、活用できそうな場面についてお

伺いします。なお、回答にあたっては別紙 2 に記載されている各事例だけでなく、幅広く自

治体業務全般における活用を想定してください。

問１ 「a.証明」についてお伺いします。（自由記述） 
タイトル 内容

電子市民、電子投票 現在のコロナ情勢下もあり、オンライン上で申請・手続きが簡潔

すれば、感染症対策・利便性の向上につながる。課題は住民の方

への理解促進である。当村は高齢者の割合が多い自治体であり、

紙面での申請に安心感を持たれている方が多いのが事実である。 
電子申請 オンラインで申請する手続きにおいて、本人確認が必要な場合、

現在は公的個人認証サービスを利用しているが、その代替となり

うる可能性がある。

電子投票 選挙における電子投票化

住民票のデジタル化 住民票をデジタルデータとしてスマホ等にダウンロードできる

ようにすることで、会社や団体に住民票を提出するために市役所

へ紙の住民票を取りに行くことなく、会社や団体など第三者から

提出を求められた際に、電子データを共有・提出することができ

る。

問２ 「b.移動履歴の追跡・記録」についてお伺いします。（自由記述） 
タイトル 内容

母子手帳の電子化 マイナンバーによる母子の健康状態や予防接種を管理し、記録を

Web 上で閲覧できる。新型コロナウイルスワクチンなどの接種記

録を電子証明証として発行できる。母子手帳の管理、紛失、予防

接種時の提示、離婚等により子どもが母子手帳を確認できない

（風疹など大人になってから接種する場合がある）等の対応が容

易となる。転出等があるので一市町村だけで対応するのが難し

い。

幼稚園、保育園から

小・中学校への進学の

児童に関する配慮するべき事項や必要な支援等の情報について、

就学前機関と学校、市、臨床心理士等が情報をスムーズに共有す
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際の連携 ることができる。

地縁団体代表者変更・

乳幼児記録

保護者が乳幼児の記録を web 上で完結して閲覧可能になったり、

地縁団体の代表者の変更など役所に来庁することなく手続き可

能な点は魅力である。住民の方の時間節制につながる。

予防接種 ワクチン等の接種履歴を記録

問３ 「c.広域行政・共有」についてお伺いします。（自由記述） 
タイトル 内容

自治体間での公共施

設の共同利用

近隣自治体での公共施設の予約、利用情報の共有。今後、人口減

少に伴い、一つの自治体では公共施設を維持していくのが難しく

なっていき、集約化・統廃合が行われていく。近隣自治体との共

同利用も一つの選択肢となる。

公共施設の空き・利用
情報共有 

隣接する自治体間で公共施設の予約・利用情報を共有。住民が選

ぶ公共施設の幅が広くなり、住民サービス向上につながる。 

公共施設の空き・利用

状況の共有

公共施設の広域利用を踏まえ、隣接する自治体間で公共施設の予

約・利用状況を共有し、市民の利便性の向上につなげる。

防災・災害分野 ・災害時に避難所の空き情報発信

・避難所の物資在庫管理情報の共有、救援物資

災害時の情報共有 近隣自治体間で、避難所の空き状況や物資の在庫情報等を共有で

きるようなると支援の効率化に繋がる。

問４ 「d.経済付加価値」についてお伺いします。（自由記述） 
タイトル 内容

脱炭素の取組のポイ

ント化

ゼロカーボンシティの取組協力していいただける、市の事業者や

市民の活動に対しポイントを付与することで、取組の促進を促

す。

ボランティアポイン

トの発行

地域ボランティアや介護ボランティアの回数等に応じた「ボラン

ティアポイント」の付与。現在、元気高齢者の活用や介護予防の

観点から高齢者が介護施設等でボランティアを行う事業を計画

している。報酬としてポイントなど検討の余地がある。

地域コイン 地域のゴミ拾い活動などの地域活動に参加することで、コインを

もらうことができ、それらは地域加盟店などで利用することがで

きる。人口誘因のひとつとなることに期待できる。

地域通貨の発行 市において専用の通貨を発行し、市内での買い物を促進させる

問５ 別紙 2 の P2、P3 に掲載している事例①～⑧について、興味・関心のある事例があれ

ば、教えてください。またその理由を簡単にご記載ください。（複数回答可、３つまで）
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図表 83 先進事例における興味関心について 
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保護者が乳幼児の記録を web 上で完結して閲覧可能になったり、

地縁団体の代表者の変更など役所に来庁することなく手続き可

能な点は魅力である。住民の方の時間節制につながる。

予防接種 ワクチン等の接種履歴を記録

問３ 「c.広域行政・共有」についてお伺いします。（自由記述） 
タイトル 内容
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近隣自治体での公共施設の予約、利用情報の共有。今後、人口減
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なっていき、集約化・統廃合が行われていく。近隣自治体との共
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・避難所の物資在庫管理情報の共有、救援物資

災害時の情報共有 近隣自治体間で、避難所の空き状況や物資の在庫情報等を共有で
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地域ボランティアや介護ボランティアの回数等に応じた「ボラン

ティアポイント」の付与。現在、元気高齢者の活用や介護予防の

観点から高齢者が介護施設等でボランティアを行う事業を計画

している。報酬としてポイントなど検討の余地がある。

地域コイン 地域のゴミ拾い活動などの地域活動に参加することで、コインを

もらうことができ、それらは地域加盟店などで利用することがで

きる。人口誘因のひとつとなることに期待できる。

地域通貨の発行 市において専用の通貨を発行し、市内での買い物を促進させる

問５ 別紙 2 の P2、P3 に掲載している事例①～⑧について、興味・関心のある事例があれ
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